
国際審判員　　山田　真司
（岡山県ボート協会所属）

１　大会概要　１　大会概要　１　大会概要　１　大会概要　
　本大会の Eventは次の通りであった。

Men (5): M1X, M2-, LM1X, LM2X, LM4-
Women (4):W1X, W2-, LW1X, LW2X

　本大会は2018年8月に開催予定のアジア大会 (Asian Games)のテストイベントとして行われた。

    (1)大会日程(1)大会日程(1)大会日程(1)大会日程
    12月7日(木)　Team Managers Meeting and Draw、Jury Meeting

12月8日(金)　予選(Heat) 6レース、Preliminary 1レース、敗復 3レース
12月9日(土)　予選6レース、Preliminary 2レース、敗復 3レース
12月10日(日)　Final B 7レース、Final A 9レース

（2）参加国（2）参加国（2）参加国（2）参加国
タイ、フィリピン、ベトナム、香港、台湾、シンガポール、マレーシア、インドネシアの8カ国

２　審判体制２　審判体制２　審判体制２　審判体制

３　審判業務３　審判業務３　審判業務３　審判業務 私が経験した、日々の審判部署及びその日のトピックスを中心に報告していく。

・12月8日　　午前: Umpire 1 主審艇 1 & 午後: Resp. Control Commissions 監視長・12月8日　　午前: Umpire 1 主審艇 1 & 午後: Resp. Control Commissions 監視長・12月8日　　午前: Umpire 1 主審艇 1 & 午後: Resp. Control Commissions 監視長・12月8日　　午前: Umpire 1 主審艇 1 & 午後: Resp. Control Commissions 監視長

・12月9日　　午前: Starter 発艇 & 午後: Umpire 2主審 2・12月9日　　午前: Starter 発艇 & 午後: Umpire 2主審 2・12月9日　　午前: Starter 発艇 & 午後: Umpire 2主審 2・12月9日　　午前: Starter 発艇 & 午後: Umpire 2主審 2

　　
・12月10日　午前: Control Commission (OUT) 監視(出艇) & 午後: Umpire 3 主審 3・12月10日　午前: Control Commission (OUT) 監視(出艇) & 午後: Umpire 3 主審 3・12月10日　午前: Control Commission (OUT) 監視(出艇) & 午後: Umpire 3 主審 3・12月10日　午前: Control Commission (OUT) 監視(出艇) & 午後: Umpire 3 主審 3

　　　　４　終わりに４　終わりに４　終わりに４　終わりに
　他国のITOと友好を深めることができ、レース以外でもとても貴重な時間を持つことができた。今後
も多くの大会に参加して、ITOの輪を広げていきたい。この8月からインドネシアに駐在しているの
で、こちらにいる間にインドネシアのレースにも参加して、経験を深めたいと思う。最後に、本大会
に審判として派遣してくださった日本ボート協会の関係者の皆様に感謝します。

  Jury Meetingで「藻が多く浮いているので注意するように」、又、「藻に引っかかることでクルー
が艇を止めてしまっても、レースを続行させるように(レースを止めない)」との指示があった。大会
本部も藻の回収を実施してくれていたおかげで、藻の影響により艇が止まってしまった事象は発生し
なかった。このコースで大会が実施される際は、藻に注意するべきである。

　レース自体に大きな問題はなかったが、午後ウォームアップレーンにて接触事故があった。練習中
に藻に引っかかったクルー同士の接触であった。レースに支障が無いとのことで両クルーともそのま
ま出漕できたが、ウォームアップレーンでの藻の回収が不十分であったこと、レスキュー艇がウォー
ムアップレーンにいないなど、反省点が残った。

Asian Rowing Cup 2017　報告書Asian Rowing Cup 2017　報告書Asian Rowing Cup 2017　報告書Asian Rowing Cup 2017　報告書
　　　　2017年12月8日～10日にインドネシア・パレンバン市の Jakabaring Sports Cityで開催されたアジ
アボート連盟（ARF）主催のAsian Rowing Cupに参加したので、以下の通り報告する。

　今回出漕のクルーは、初日の予選からも出艇桟橋にてチェックされる項目をきちんと認識してお
り、大きな問題は特になかった。桟橋が込み合った際も自分の順番を待つなど自分勝手に行動するこ
となく、選手の意識もよかった。Final Aが始まってからは、レースのスタートとメダルセレモニーを
かぶらせない、との方針に沿った為、スタートが定刻を遅れることが度々あった。難しいことである
が、「あと何分でメダルセレモニーが終わる」と伝えられれば、もっと効率的にレースが進行できた
と考える。

  本大会の国際審判員（ITO）は、中国のBing LIANG審判長を含め17名であった。中国1名、香港2名、
タイ1名、韓国1名、マレーシア1名、パキスタン1名、シンガポール2名、日本1名（山田）、地元イン
ドネシア7名である。
  審判長 (President of Jury)、発艇 (Starter)、発艇アシスタント (Assistant Starter)、線審 
(Judge at the Start)、主審 (Umpire) 4艇、判定長 (Resp. Finish Judges)、判定員 (Finish 
Judges)、監視長 (Resp. Control Commissions)、出艇桟橋 (CC OUT)、帰艇桟橋 (CC IN)、選手計量 
(Athlete Weighing)、艇計量 (Boat Weighing)以上の部署に国際審判員が１名ずつ配置された。

2017年12月17日



大会本部(正面) 桟橋前風景

Team Managers’ Meeting レーン抽選

フィニッシュタワーとメインスタンドスタートエリア

表彰式 空港のサイン



今大会の審判団
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